
 

 
 

 

 

 

横浜国際プール再整備事業計画（素案）に対する 

市民意見募集結果（一部速報）について 
 
 

横浜国際プールについては、６月に再整備事業計画（素案）（以下「素案」という。）を公表し、

市民意見募集を行いました。いただいたご意見について、一部の集計がまとまりましたのでお知

らせします。 
 

１ 市民意見募集の概要 

(1) 意見募集期間 

令和６年６月 24 日（月）～７月 31 日（水） 

 

(2) 応募方法 

インターネット入力フォーム（電子申請システム） 、「横浜国際プール再整備事業計画（素

案）概要版」に添付のはがき、FAX、電子メール 

 

(3) 資料の配架場所 
市民情報センター、市内 18 区役所区政推進課広報相談係、各市立図書館、各区スポーツ

センター、横浜国際プール 
 

２ 実施結果（速報値） 

 (1) 意見数    

意見通数 3,208 通  

意見総数 7,434 件 

 

  (2) 回答者の属性 
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にぎわいスポーツ文化局スポーツ振興課 

〇居住地の比率 〇年齢の分布 

裏面あり 



 

 
 

(3) メインアリーナへのご意見についての集計結果（速報） 

これまで、メインアリーナの再整備について「床転換を継続」「通年プール化」「通年スポ

ーツフロア化」の３つの方向性で検討してきた結果、今回の素案では、「通年スポーツフロア

化」とする案をお示ししました。 

この提案に対してお寄せいただいたご意見を集計しました。 

3,208 通のうち、メインアリーナへのご意見が示されたのは 2,959 通でした。市内在住の方

のご意見（2,552 通）を集計すると、63.1％が「通年スポーツフロア化に理解を示すご意見」

でした。 

※ご意見の内訳は資料１、メインアリーナについていただいたご意見の例は資料２の通り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ これまでにいただいた団体要望 

(1) スポーツフロア化への理解が示されている要望 

横浜市テニス協会、横浜市卓球協会、横浜ハンドボール協会、横浜ソフトテニス協会、横浜

バスケットボール協会、都筑区連合町内会自治会、北山田商業振興会 

    

(2) メインプールの存続を求める要望 

横浜水泳協会、日本水泳連盟、神奈川県水泳連盟、神奈川県高等学校体育連盟水泳専門部、

日本パラ水泳連盟、日本知的障害者水泳連盟、日本デフ水泳協会、横浜水泳協会障害者委員会、

横浜国際プールメインプールの存続を求める会、フリーダムドルフィンハート 

     

４ 今後の計画の進め方（予定） 

11 月頃  市民意見募集結果報告の公表 

12 月以降 市民意見募集の結果等を踏まえた事業計画（原案）を公表 

 

【参考】 

記者発表（令和６年６月 21 日付） 

「横浜国際プール再整備事業計画（素案）に対する市民の皆様のご意見を募集します」 

URL:https://www.city.yokohama.lg.jp/city-info/koho-kocho/press/bunka/2024/0621ikenboshu.html 

 

 

 

お問合せ先 

にぎわいスポーツ文化局スポーツ振興課長 髙梨 潤一 TEL 045-671-3237 

〇市内在住の方のご意見（n=2,552） 

【参考】市外在住の方のご意見（n=378） 

通年スポーツフロア化に 

理解を示すご意見 

20.9% 

通年プール化を 

求めるご意見 

7.4% 

床転換の継続を求めるご意見 

71.7% ※ほか居住地不明（n=29） 

https://www.city.yokohama.lg.jp/city-info/koho-kocho/press/bunka/2024/0621ikenboshu.html


 
 

 

 

メインアリーナへのご意見の内訳 

 

 市内在住の方 市外在住の方 居住地不明 

通年スポーツフロア化に理解を

示すご意見 
1,611 63.1％ 79 20.9％ 5 17.2％ 

床転換の継続を求めるご意見 821 32.2％ 271 71.7％ 22 75.9％ 

通年プール化を求めるご意見 120 4.7％ 28 7.4％ 2 6.9％ 

小計 2,552 100％ 378 100％ 29 100％ 

明確なご意見の表明が無かった

もの 
191  57  1 

 

合計 2,743  435  30  

資料１ 



 
 

メインアリーナについてのご意見の例（原文のとおり） 

 
１ スポーツフロア化に理解を示すご意見 

・メインプールは設備として大きすぎます。客席もプールであそこまで埋まることはありません。サブ

プールが十分に立派なので、サブプールでいいです。通年でアリーナとして使うことで地域のにぎわ

いを作ることに投資すべき。 

・平日にメインプールに行くと驚くほどガラガラです。季節ごとに床を転換して夏場にプールにするの

は無駄な気がします。 休日には大会なども実施されるのでしょうが、サププールを活用して実施すれ

ば良いと思います。 

・床転換するのに、毎年 5000 万円と 2 か月の利用休止、よく泳ぎに行っている私でも、このままでは

いけないと思ってしまいます。サブプールもあるので、メインプールの廃止はやむを得ないと思いま

す。逆に新しい交流が生まれるといいです。 

・年間通して体育館になったら、フットサルやバドミントンなどの大会も開きやすくなります。 これま

で北部で夏に大会ができる場所がなかったので嬉しいです。 

・サブプールの環境整備をしっかりやっていただければ、メインプールはなくなっても仕方ないと思い

ます。素人目にも 50mプールをふたつも維持するのは将来に向けて大変だしありえないと思います。 

 ・メインプールは大空間でほんとにカッコいい施設で気持ちよく泳げます。でもサブプールも長水路プ

ールです。アッププールを整備するなどしっかりグレード上げれば十分に大会できます。スペースが

狭いかもしれないけど、隣の体育館使うとか工夫すればいいです。贅沢でなくていいので、長く泳ぎ

続けられる環境を考えてほしいと思います。 課題のあるメインアリーナは、通年スポーツフロア化

でいいと思います。 

・最近酷暑で子どもたちの遊べる場が限られるので、スポーツフロア化することで遊べる空間を増やし

ていただきたい。 

・自分の住む街にこれだけの大きな施設があるのですが、あまり利用したことがありませんでした。計

画案をみましたが、とても楽しみです。メインアリーナをはじめ、子どもと一緒に楽しめる場所がた

くさんあって、こんな施設が身近にあると、日常の生活の幅が広がります。 

 

２ メインプールの存続を求めるご意見 

・国際大会を開催できるプールは神奈川でここだけです。このまま残してください。 

・プール廃止はあり得ない。困ります。マスターズ大会と練習場所がなくなるのは嫌です。370 万人都

市には当然ある施設。 

・水泳の大会で使用しています。憧れもあり、泳ぎやすいプールですごく好きです。 残して下さい。 

・水泳というスポーツは、老若男女行うことができ、一生涯スポーツですが、プールがないとできませ

ん。横浜市がそういう貴重な存在の施設をなくすとは信じられないしはずかしい。 

・メインプールは床転換せず通年プールにしてほしい、50m プールは数少なく練習、大会に必要。バス

ケの大会などは横浜 BUNTAI で充分できるはず。 

 ・体育館はどこにでもあるが、競技プールは横浜市はここしかない。政令都市として、50m 室内プール

を失うことを恥ずかしいと思わないのかと思います。 

・メインプールを潰すべきではない。パラ水泳やインクルーシブスポーツの大会が行われており、これ

らはサブプールでは実施できないから。 

・メインアリーナはプールとして使用を継続すべきです。なぜ廃止しようとするの理解できない。市民

スポーツ、パラスイミング、インクルーシブスイミング、そして飛込競技、シンクロなど多くの競技

者にとって必要なプールです。 

 

３ その他のご意見 

・メインプール存続かアリーナに改修するのか、将来的にコストが低くなる方を選ぶべきだと思う。 

・メインプールの存続・廃止はどちらでもよいが、赤字にならない方法をとってほしい。改修費用に多

くのお金がかかってしまうのは仕方がないが、そのお金を回収できるくらいイベントをたくさん誘致

して欲しい。 

資料２ 


